
フランダースのカテゴリー分析

教師と児童・生徒の対話を媒体として、授業
の雰囲気を客観的に分析する方法

【現状】

多くの教職員大学・敎育センター等で取り扱
われている。
【問題点】

ビデオで撮った内容を大学やセンターに送り、
教育工学と組み合わせて、特別な機械とPCで
分析している。または、ビデオ内容を手作業
でマトリクス表にしている。
そのため、教育現場での普及が難しい。

スクラッチ版カテゴリー分析
【長所】
○全PC・タブレットで操作が可能
○授業の終了と同時に、分析結果が表示さ
れる。（印刷機能がないため、スクリーンキャ
プチャーでとる。

○研究授業のみならず、普段の授業の中で
個人的に使用でき、教師自身の発言の精選
ができる。（カテゴリー分析の日常化）
【短所】

●教師、児童・生徒の発言内容そのものを分
析することはできない。

（例）

小学２年算数の授
業の一部

ビデオ録画 センター

入力装置ＰＣ
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